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歯学序説Ⅰ 歯学序説Ⅱ

基礎生命科学
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予防歯科学

クラウンブリッジ補綴学
有床義歯補綴学・
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歯科保存学
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歯科麻酔学

口腔検査診断学

顎口腔機能治療学
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国際歯科学演習

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 学位プログラム（歯学）
における教育成果

プロフェッショナリズム

コミュニケーション

歯科医学および関連する
領域の知識

歯科医療に関する技術および
それを実践できる態度

歯科医学に関する科学的
な研究

コンピテンス A

コンピテンス B

コンピテンス C

コンピテンスD

コンピテンス E

総合歯科学特論

歯科矯正学
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歯学部　歯学科　歯学

隣接医学

現代の生命倫理・
法・経済を考える

全学共通教育科目 専門教育系科目

専門教育科目

専門教育科目 専門教育科目

外国語 外国語外国語

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育科目

教養教育系科目 国際性涵養教育系科目
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各科目の背景色は、学位プログラム（歯学）における教育成果として掲げたコンピテンスの領域を示す。掲げられたコンピテンスに対して低学年から繰り返し
学ぶ機会を設けることで、高度な専門性と深い学識を統合的かつ段階的に学修できるカリキュラムとして構築している。

※

総合歯科学


